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１．研究計画の概要 
ドイツ重イオン科学(GSI)研究所・シンクロ
トロンにおいて入射核破砕反応で 64Cu
や 140Pr イオンを生成分離した後，蓄積リン
グ(SIS／ESR)において，電子を全て剥ぎ取っ
た（１~２個だけ残した）64Cuや 140Prにつ
いて蓄積リングを周回させる。その周回周波
数スペクトルからイオンの半減期を求める。
この測定の為には高分解能 TOF 検出器の開
発と性能と FFT法の改良が必須である。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)１年目：上記検出器等の R&D を行った。 
(2)２年目：束縛状態α崩壊と電子を１個つ
けた水素原子様ヨウ素同位体 12253I52+EC 崩壊
半減期実験を次いで行った.実験は重イオン
加速器からの核子あたりエネルギー592MeV
の 134Xeビームを 2513mg/cm2厚みの 9Be標
的に照射し入射核破砕反応で EC 崩壊核
12253I52+を 400(A MeV)を生成分離し，蓄積リ
ングに磁気剛性率 8.0Tmで入射させた。入射
された核破砕片は確率冷却によって予備的
に冷却され更に電子冷却を用いて運動量広
がりを 10-6程度にまで冷やしてこれをショッ
トキー法で検出した。 
(3) ３年目：分担した水素原子様 EC 崩壊半
減期実験の解析を行った。以下結果を簡単に
記述する。親核の崩壊曲線と娘核の増加から
陽電子崩壊確率，EC 崩壊確率，及びリング
中でのイオンの損失率を独立に決定した。そ
の結果① 122I52+の陽電子崩壊定数λβ +を
2.345(93)X10-3[sec-1]，②EC 崩壊定数λEC
を 0.680(5)X10-3[sec-1]と決定した。陽電子崩
壊定数は中性状態（122I0+，2.451X10-3[sec-1]）
のときよりも 4%ほど小さくなっている。軌

道電子のスクリーニング効果と荷電状態に
依る Q値の変化によって理解できる。EC崩
壊 定 数 λ EC に つ い て は 中 性 状 態
（0.605X10-3[sec-1]）のときよりの 12％ほど
寿命が短くなっている。このことは EC崩壊
においてその崩壊定数は周囲の電子数だけ
では決まらず全角運動量保存に関する量子
力学的スピン選択則が関わっていることを
示唆している。 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
（理由）当初計画では実験は２年目と３年目
を予定していたが，加速器を使うビームタイ
ムが３年目にアサインされなかった為。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）水素原子様ヨウ素同位体 12253I52+EC 崩
壊半減期についての研究成果を投稿論文と
したい。 
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